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2月度木曜例会                            2023.2.2 

  ゲスト；Ms. Baskyte-Kuzurova Julija （Vilnius, Lithuania) 

  テーマ；Lithuanian beliefs, mythology, tradition. Baltic heritage. 

節分 

今日は 2日で、明日は節分です。 

Imbolc 

Perkūno diena(god of Thunder) 

Candlemas 

Groundhog Day 

Crepe Day 

 など世界には、2月 2日を冬と春の 

  境目として祝う風習があります。 

 私は、大学でリトアニアの文化と 

歴史を学びました。 

 現在のリトアニアはキリスト教の国ですが、古くは自然と共に生きる生活をしており、 

  日本の文化や神話などと非常に近いものがあると感じています。 

リトアニア  

 さて、リトアニアは非常に小さな国であり、  

  バルト三国の一つであります。 

 ロシアに長く占領されていたのでロシアと 

 勘違いする人がいますが、バルトの国 

です。 

 リトアニアは、インド・ヨーロッパ語族に属し 

てますが、ロシアなどのスラヴ系とは異な 

るバルト系に属します。 

バルト人 

                 

 バルト海沿岸の低地地方と東部の森林からなる 

部分に居住していた。                                                                

 リトアニア国家の成立は 1253年 6月 6日とされる。    

 ヨーロッパのキリスト教の影響を受けると共に、東側 

  のさまざまな文化や神話も混淆していった。                                                                 

 リトアニア王 Jogailaがポーランド女王 Jadwiga 

  と結婚し、政治的な理由もありキリスト教受け入れ 

  たが、古い神話は人びとの中に生き残り、変容し 

  いくこととなった。 
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Jadwiga with her husband, Jogaila; 

statue in Kraków, Poland 

 

 

 

Life-tree 

 リトアニアの主神は女であったが、ヨーロッパでは男であり、ギリシャ神話のゼウスなど 

  と合わさって、カップルとしての神話が形作られ、名前も変化していった。 

 祝祭日もキリスト教と同じようになり、マリア信仰と古いリトアニアの母神が結びついた 

  とも考えられる。 

 昔の人にとって自然や世界は、不思議であり恐れの対象でもあった。 

 神話の英雄伝説は海や地下などの異世界へ挑み帰還する物語として描かれた。 

 善と悪や生と死を一体としてサイクルとしてとらえる神話が創生された。 

 生命の木は層構造を成しており、それぞれの枝同士と天と地はつながっている。 

 蛇はキリスト教で悪の象徴として描かれるが、リトアニア神話では神のように家を守る

という役割が与えられており、十字架には太陽と蛇が一緒に描かれることが多い。 

Hill of Crosses, Northern Lithuania          

十字架の丘；リトアニア北部にある多数の十字架が立てられている丘 
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神々 

Dievas 

高い丘の上の天空に住み、至高の神であり、 

天地を創造し、四季や自然をサイクルを司る。 

  この Dievas と次の Perkūnasは、ほぼ同じ 

ような位置づけで語られることが多い。 

  シンボルカラーは銀である。                          

Perkūnas 

雷神（ギリシャ神話のゼウス、北欧神話のトールに相当） 

  雷を落として雨をもたらし、土地を潤す農業に関わりの深い神。 

  雷を落として災害を与えるという位置づけとそれと共にもたらされる雨が 

   土地を潤し、豊穣を約束する。 

Perkūnas and Velnia 

 Velniasは Perkūnas と反対の冥界 

と死の世界を司る神で、Perkūnas 

の仇役的な位置づけの神です。 

 しかしながら、破壊と創造という役割を 

  分担していると考えることもできる。 

 

Saule and Kalvis（Blacksmith） 

 Sauleは太陽神であり夏至祭で祀られる。 

 夏に最も勢力を増し、秋には闇の中に消えていき、力を蓄えてまた春には蘇るという 

  ことで生命のサイクルを司るとも考えられている。 

 Kalvisは毎日太陽をつくる鍛冶屋の神とされます。 

           Saule and Kalvis 

 

 

 

 

 

 

 

Kaukai  
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祝祭日 

 自然や季節の変化や人間の誕生や死そして生活に関わる大切な節目を祝う。 

Užgavėnės 

 冬が終わり春を迎えるもので、現在はイースターであり、Easter eggsや Easter  

  Palmsなどの飾りつけも行われ、仮面をつけたカーニバルなども開催される。 

 

Rasa (Dew) 

 夏至祭であり、踊りと音楽と火の祭であり、 

  若さと健康を謳歌し、未来を寿ぐ祝祭である。 

 朝露に濡れた草を枕元に置いて寝ると未来の夫  

  に夢に出会えるという。 

Autumn Equinox 

 秋分の頃に、秋の収穫を祝うもの 

  で火が付物で である。                                                       

                                                                                                                                                                                                                                           

Velines   

 ろうそくを墓地に捧げ、先祖を供養する 

  祀りである。 

  

 

 

Kalėdos                                                                                         

 クリスマス・イブが大切である。 

 父親が、パンを皆に分けて、それを食べ 

  るという習慣が残っており、集まった家 

  族全員でご馳走を食べます。 

 クリスマス・プレゼントや故郷に帰るという 

  楽しみもあります。 
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Straw Gardens 

 麦藁でつくられた工芸品であり、天空とこの世と大地を象徴していると考えられている。 

 聖なるものと考えられている三角形を基本としてつくられる。 

 

 

演者も言われていたが、日本神話、ギリシャ神話など北欧神話に共通する多神教の 

 考え方を認識することができた。 

先ずは小さな共同体での人びとの生活や生と死、自然に関わる不可思議な現象など 

 に関わる体験の集積としてのそれぞれの神々や物語が存在しいた。 

その後、社会の変化に伴い、キリスト教などの一神教に統合されていったのだろうと考 

 えられる。 

それぞれの社会の古い部分は習慣・伝統・文化として、それぞれの社会に大切に保存 

 存され民話・民謡・芸能として継承されてきて、リトアニアや日本固有の文化として残 

 ってきたようである。 

それぞれの多神教の世界を学ぶと、驚くほどその共通性に気付くことができる。 

私たち人間は、それぞれの民族や国民などという違いがあるが、本質的には同じよう 

 な基盤の上につくられた人間であることが認識できる。 

  

 

 

 

 

 


